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抄録 

背景: 世界的な少子高齢化の進行と、日本における超高齢化社会の現状を踏まえ、高年齢労

働者の継続的な就労が社会的に期待されている。高年齢労働者が就業を継続する上では加

齢に伴う、身体的精神的変化への支援が必要である。本研究は、中小企業で働く高年齢労働

者に焦点を当て、就業継続に必要とされながらも十分に提供されていない支援 （支援需給ギ

ャップ）を明らかにするとともに、就業継続への困りごとをテキストマイニングにより分析

し、高年齢労働者が抱える困難感を明らかにすることを目的とした。 

 

方法: 2025 年 3月に、全国の 60歳以上の労働者を対象にオンラインのアンケート調査を実

施した。調査会社に登録するパネルから、日本の中小企業（従業員数 500 人未満）で働く

60歳以上を対象とした。職場の支援に関する 83 項目について、支援需給ギャップを調査し

た。また、就業継続をする上での困りごとを自由記述形式で収集した。回答者の職業、産業

別に支援需給ギャップの大きい項目を特定した。自由記述については、基礎的なテキストマ

イニング （形態素解析とコレスポンデンス分析）と応用的なテキストマイニング （コーディ

ングルール作成によるカテゴリー分析）を実施した。 

 

結果: 高年齢労働者 3,088 人から有効回答を得た。支援需給ギャップが高い項目は、「仕事

に対して適切な金銭的報酬（給与やボーナス）を得られる」（50.6%）、「年齢に関係なく、

実績や貢献度に応じて給与や待遇が決まる」（43.0%）であった。人間関係や承認に関する

項目も比較的高いギャップを示した。職業では、保安職業、農林漁業、生産工程、輸送  機

械運転、運搬  清掃  包装等では、暑熱寒冷対策に高い支援需給ギャップを認めた。就業継

続への困りごとに関するテキストマイニングの結果、頻出語には、時間、人間、体力、通勤、

給料、腰痛、ストレスなどが含まれていた。回答内容は 16 個のカテゴリーに分類された。

人間関係（7.4%）、精神的疲労感（7.4%）、身体（6.3%）への言及が多く見られた。60–64

歳の男性では生活習慣や給与、不調病気、業務負荷への言及が多く、男女ともに 70 歳以上

では身体の衰えや年齢による老化を困りごとに上げていた。転職希望者では、能力知識、業

務負荷、給与に言及し、退職希望者では、休日、通勤、筋骨格系障害、精神的疲労感、身体

に言及した。身体負荷の高い職業では、身体や筋骨格系障害に言及し、デスクワーク中心の

職業では眼について言及した。 

 

考察: 高年齢労働者は、人間関係や承認を重視し、金銭的報酬への不満が強く、年齢ではな

く実績や貢献に応じた報酬を求めていた。加齢に伴う、身体機能や精神状態の変化と業務の

不適合も課題であり、職業や産業ごとに異なる項目で支援需給ギャップを認めた。特に屋外

での仕事の際の暑熱寒冷対策は優先して取り組むべき課題であった。現職継続のためには、

休暇の取りやすい勤務制度が整備されることや職場と家が近い状況にあることの重要性が

示唆された。 



 

結論: 高年齢労働者が健康的に働き続けるためには、性別、年齢、職業、産業に応じた支援

が必要である。加齢に伴う身体的精神的変化と仕事内容のミスマッチや、労働環境に特徴的

な労働衛生課題に優先的に取り組むことで、効果的に支援できる可能性が高い。 
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1. 背景 

近年、世界的に少子高齢化が進行しており、各国で高齢人口の比率がかつてないペース

で上昇している。2015 年から 2050 年にかけて、世界の総人口に占める 60 歳以上人口の割

合は 12%から 22%へとほぼ倍増する見通しである。1OECD の報告書によると、先進国で

高齢化が顕著であり、50 歳以上が占める割合は 2020 年の 37％から 2050 年に 45％に増加

する見通しである。2日本は世界に先駆けて、超高齢化社会となった。2024 年の高齢社会白

書によると、日本の総人口に占める 65 歳以上の人口は 29.1%であり、2070 年には 39%に

達すると推計されている。3高齢化に伴って、生産年齢人口の割合は減少し、現役世代が高

齢者を支える負担は増加している。1960 年には高齢者 1人を現役世代 （15–64 歳）11.2 人

で支えていたものが、2023 年には 2.0 人まで低下した。3労働力不足や社会保障の持続可能

性への懸念が高まる中、高年齢労働者の継続的な就労が期待されている。 

高年齢労働者が就業を継続する上で、様々な課題がある。我々は混合研究法を用いて、

個人、会社、生活の 3つの観点から就労継続への影響要因を特定した。4就業継続への影響

要因として、健康状態、仕事のパフォーマンス、自尊心、雇用制度、業務負荷、医療保険  

福利厚生、非金銭的報酬、人間関係、職場への愛着、生活圏と職場の距離、社会的支援、経

済状況が特定できた。4また、高年齢労働者の将来への肯定的なキャリア展望 （Occupational 

Future Time Perspective）は、学歴や収入などの社会経済状態、主観的健康観、雇用契約、

職業など、それまでの人生で培ってきたものが関連していることを明らかにした。5科学技

術の発展や変化する社会の中で、高齢化に伴う身体や精神の変化をどのように支援し、健康

的な就業継続を実現するかということが、重要な課題となっている。近年、厚生労働省はエ

イジフレンドリー補助金事業や安全衛生対策のガイドライン策定を行ってきた。6安全と健

康確保のため、エイジアクション 100 では、職場改善の具体的なヒントを提案している。

日本では、政策やガイドラインなど様々な角度から高年齢労働者の就業継続に向けて支援

策を展開している。 

高年齢労働者への有効な支援を調査した先行研究では、様々な支援の有効性が報告さ

れている。高年齢労働者への十分な情報提供、アドバイス、指針を中心とした支援が有効と

される。7個別の健康診断や面談、スクリーニングによる健康ハイリスク者への介入、労働

環境や組織の改善は、健康行動の改善、それに伴う働く能力の向上につながる。また、会社

が管理職研修をすることで管理職から高年齢労働者への支援を高め、それが健康状態によ

い影響と就労能力に役立つことが分かっている。8高年齢労働者のケガの予防を目指した介

入研究では、組織レベルと個人レベルでの介入を組み合わせて行うことの重要性が報告さ

れている。9様々な支援の在り方が模索される中で、当事者を視点とした支援需給ギャップ

については十分に明らかにされていない。支援需給ギャップの明確化、すなわち、高年齢労

働者から強く求められているものの、十分に提供されていない支援には、どのようなものが

あるかを明らかにすることは、介入戦略を検討する上で重要と考えられる。また、支援需給

ギャップの背景にある困りごとが明確になることで、より深く理解できると考えられる。 
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2. 目的 

本研究は、中小企業で働く高年齢労働者に焦点を当て、就業継続に必要とされながらも

十分に提供されていない支援 （支援需給ギャップ）を明らかにすること、ならびに就業継続

への困りごとをテキストマイニングにより多角的に分析することで高年齢労働者が抱える

困難感を明らかにすることを目的とした。これらが明らかになることで、高年齢労働者の就

業継続を支援する企業の経営者や政策立案者に対して優先的に整備すべき支援体制とその

実践方法を提示できると考えた。 
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3. 方法 

（１） 研究デザインと対象者 

全国の 60 歳以上の労働者を対象に、2025 年 3 月にオンラインのアンケート調査を実

施した。対象者は、インターネット調査会社である楽天インサイト株式会社に登録するパネ

ルから選出した。組み入れ基準はパネルに登録し、回答時点で日本在住の 60歳以上の被雇

用者とした。回答時点で働いていない人（現在休業 失業中も含む）、自営業主、家族従事

者、会社  団体等の役員、フリーランスをスクリーニングの質問で選択した人は、調査を継

続できないように設定した。 

調査は、クォータサンプリング （目標割り付け人数の有効回答数が集まるまでアンケー

トを実施する方法）によって実施した。割り付け方法は、2020 年国勢調査の分布に基づき

決定した。10分布は、性別(男、女)、年齢(60–64 歳、65–69 歳、70 歳以上)、地域(北海道、

東北、北関東 甲信、南関東、北陸、東海、近畿、中国、四国、九州、沖縄)から設定し、

合計で 5000 人を目標に各ブロックの割り付け人数を算出した。ブロックごとに目標回答数

に達した時点で募集を中止した。本研究では、中小企業に努める高年齢労働者に焦点をあて

たため、所属する企業の従業員数が 500 人以上と回答した人は分析対象者から除外した。 

正確な回答を収集するために極端に短い時間で回答した場合には、それ以降の質問に

進めないように設計した。アンケートでは、全ての質問を回答必須項目とした。 

（２） 高年齢労働者への支援受給ギャップの測定 

高年齢労働者への職場の支援需給ギャップは質問紙で評価した。職場の支援について

の項目を表１に示す。質問項目は、先行研究をもとに研究者が仮の質問紙を作成し、中小企

業の産業医や高年齢労働者からの意見を経て、質問項目を修正して完成させた。質問文では、

「以下の項目について、ご自身が活き活きと仕事をする上での重要度と、現在の職場でのご

自身の満足度について最も当てはまるものを選択して下さい。（複数の職場で仕事をしてい

る場合は、1 週間で最も長い時間働いている職場について回答してください）」と聞き、そ

れぞれの支援について、４つの選択肢 「重要だし、満足している」、「重要だが、満足してい

ない」、「重要でない。もしくは、職場には該当しない」、 「わからない」を提示した。このう

ち、「重要だが、満足していない」の選択があった場合に、支援需給ギャップが生じている

と定義した。 
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表 1. 高年齢労働者への支援についての項目 

概念 ID 項目 

厚生設備 A1 職場でトレーニングジム・体育館・運動場などを利用できる 

 A2 職場にカフェ・レストラン・食堂などがある 

  A3 職場の厚生施設（保養所・ホテルなど）を利用できる 

ワークライフバランス B1 仕事と地域の自治会活動を両立できる 

 B2 仕事と介護を両立できる 

 B3 仕事と子育てを両立できる 

 B4 仕事と趣味を両立できる 

 B5 仕事を家にもってかえらなくてよい 

 B6 仕事以外の時間に仕事のことを考えなくてよい 

  B7 休日出勤や残業をしなくてよい 

人間関係 C1 職場では慣れ親しんだ人と仕事ができる 

 C2 休暇を取得するときに自分の仕事を代わりに引き受けてもらえる 

 C3 年齢での偏見や決めつけが存在せず、意見を述べやすい 

 C4 新しい仕事や作業につく場合に丁寧にやり方を教えてもらえる 

 C5 仕事のやり方について相談できる人が普段から近くにいる 

  C6 自分の今後のキャリアについて相談できる 

社会参加 D1 仕事を通じて様々な人と関わることができる 

 D2 職場で若い世代と交流する機会がある 

 D3 職場で同じ世代の人と交流する機会がある 

  D4 職場のイベント（忘年会や社員旅行）が開催される 

雇用条件 E1 自分の希望するときに休暇を取得できる 

 E2 希望する部署で仕事ができる 

 E3 慣れ親しんだ業務を担当することができる 

 E4 在宅勤務が可能である 

 E5 年齢に関係なく、希望する限り、働き続けることができる 

 E6 希望すれば、職場で正社員として働くことができる 

 E7 週当たり働く日数を選択できる 

  E8 一日の中で働く時間・時間帯を選択できる 

快適職場 F1 職場が快適な温度、湿度に調整されている 

 F2 職場の整理整頓が行き届いている 

 F3 職場が適切な明るさになっている 

 F4 職場に十分な作業スペースがある 

 F5 職場が清潔である 

 F6 職場が静かである 

 F7 職場が禁煙である 

  F8 職場に休憩スペースがある 

待遇 G1 寮や社宅が利用できる。もしくは、家賃補助がある 

 G2 仕事のために必要な物品の購入は会社が負担してくれる 

 G3 仕事に対して適切な金銭的報酬（給与やボーナス）を得られる 

 G4 自宅から職場に通勤する上で、交通費が支給される 

  G5 年齢に関係なく、実績や貢献度に応じて給与や待遇が決まる 
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表 1.つづき     

概念 ID 項目 

承認 H1 職場では、自分の意見が尊重される 

 H2 自分の仕事についてアドバイスをうける機会がある 

 H3 功績に対して表彰の機会がある 

 H4 自分の仕事への興味・関心を理解してくれる 

  H5 自分の仕事に対して、労いの言葉をかけてもらえる 

健康増進 I1 職場で定期健康診断を受けられる 

 I2 職場で人間ドックもしくは、がん検診を受けられる 

 I3 健康増進のための金銭的な補助がある（健康用品の購入補助やスポーツジムの割引など） 

  I4 病気予防のための金銭的な補助がある（がん検診、人間ドック、禁煙外来など） 

両立支援 J1 自分の健康について相談できる上司がいる 

 J2 自分の健康について相談できる同僚がいる 

 J3 自分の健康について相談できる専門家（産業医、保健師、カウンセラーなど）がいる 

 J4 医療機関への通院のために仕事を配慮してもらえる 

 J5 健康診断の結果をもとに仕事の内容を検討してもらえる 

  J6 病気（がん等）になっても治療を受けながら、働き続けられる 

自己実現 K1 仕事を通じて社会に貢献できる 

 K2 仕事を通じて自分が成長できる 

 K3 自分だからこそできる仕事がある 

 K4 職場で責任ある仕事を任される 

 K5 職場で研修や教育プログラムが提供される 

 K6 職場でリーダーシップを発揮する機会がある 

 K7 年齢に基づいて仕事の質や量が制限されたり、不当に扱われたりしない 

 K8 仕事を進める上で、嘘をついたり、偽ったりしなくてよい 

  K9 会社の経営理念に賛同できる 

安全 L1 掲示物や配布される資料の文字は、老眼の人に配慮されている 

 L2 重量物を取り扱う作業は、機械が導入される 

 L3 重量物を取り扱う作業は、配慮されて、身体的な負担が減っている 

 L4 つまずき、転倒しないように階段、段差に対策が施してある 

 L5 会社で体力測定をして、転倒へのリスクを評価してくれる 

 L6 警報音を利用して安全への注意喚起ができている 

 L7 ケガをしないようストレッチやラジオ体操が導入されている 

 L8 ケガをしないよう安全な設備を使用して仕事ができる 

 L9 ケガをしないよう必要な保護具（ヘルメットや手袋など）がある 

 L10 暑熱、寒冷での環境による健康障害（熱中症や凍傷）に対して対策されている 

 L11 職場の災害対策がされている（防災訓練や防災グッズ整備など） 

 L12 有害な化学物質（特別管理物質や有機溶剤、鉛など）への曝露対策がされている 

  L13 放射線への曝露を予防する対策がされている 

コントロール感 M1 自分のペースで仕事ができる 

 M2 自分で仕事の順番・やり方を決めることができる 

 M3 仕事の方針に自分の意見を反映できる 

 M4 仕事のスケジュールが予測できる 

  M5 自分の身につけている技能や知識を使うことが多い 
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（３） 就業継続の困りごと 

就業を継続する上での困りごとは、アンケートで自由回答によるテキストデータとし

て収集した。アンケートでは、「ご自身が健康に働き続ける上で、現在の職場で困っている

ことは何ですか？30文字程度で記述して下さい。」と回答者に質問し、自由回答のための空

欄を設けた。回答必須項目として設定し、何かしら文字を入力しなければ、次の質問に移れ

ないように設定した。テキストマイニングにむけて、多くの文字を収集するために、質問文

には文字数の目安を指定した。回答者に自由な記述を促すために回答が指定する文字数よ

り少なくても、次の質問に移れるようにした。 

 

（４） その他の変数 

回答者の属性として、性別、年齢、教育歴(中学  高校、短大  専門学校  高専、大学  

大学院、その他)、婚姻歴 (既婚、未婚、離別  死別)、従事する産業を収集した。職業につ

いては、日本標準職業分類に従い、管理的職業従事者、専門的  技術的職業従事者、事務従

事者、販売従事者、サービス職業従事者、保安職業従事者、農林漁業従事者、生産工程従事

者、輸送  機械運転従事者、建設  採掘従事者、運搬  清掃  包装等従事者、その他から選

択を求めた。11産業については、日本標準産業分類に従い、農業  林業、漁業、鉱業  採石

業  砂利採取業、建設業、製造業、電気  ガス 熱供給  水道業、情報通信業、運輸業  郵

便業、卸売業  小売業、金融業  保険業、不動産業  物品賃貸業、学術研究  専門  技術サ

ービス業、宿泊業  飲食サービス業、生活関連サービス業  娯楽業、教育  学習支援業、 医

療  福祉、複合サービス事業、その他のサービス業、公務、その他から選択を求めた。12世

帯収入は 2024 年の世帯収入 （額面、税引き前）で生計を共にする家族全員の合計で年金を

加えない額を 100 万円未満、100–199 万円、200–299 万円、300–399 万円、400–499 万円、

500–599 万円、600–699 万円、700–799 万円、800–899 万円、900–999 万円、1,000–1,199

万円、1,200–1,399 万円、1,400–1,599 万円、1,600 万円以上、わからない／答えたくないか

ら選択を求めた。また、就業継続意思について、「あなた自身の今後の希望について、最も

適切なものを選択してください。」と質問し、現在の職場で働き続けたい （現職継続）、転職

して別の職場で働き続けたい（転職）、働くことをやめたい（退職）の３つから選択を求め

た。4 

（５） 統計解析 

回答者の属性 （年齢層、世帯収入、職業、産業など）を男女別で集計した。支援需給ギ

ャップについて、職業ごとに各項目で 「重要だが、満足していない」を選択した人の割合を

算出した。就業継続の困りごとについての自由回答を基礎的と応用的の２つのステップで

テキストマイニングを実施した。テキストマイニングは質的データを扱う他の研究手法と

の比較の中で、その妥当性と信頼性を確認されている。13解析にはソフトウェアKH Coder 

3.0(樋口、立命館大学、京都)を使用した(https://khcoder.net/)。14公衆衛生分野ではこのソ

フトウェアを用いたテキストマイニングの研究が多数出版されている。15–18 
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＜基礎的なテキストマイニング＞ 

まず、形態素解析によって、単語の出現頻度を計算し、頻出単語リストを作成した。辞

書は茶筅を使用した。次に、コレスポンデンス分析を用いて回答者の性年齢と頻出語の関連、

および就業継続意思 （現職継続、転職、退職）と頻出語の関連を明らかにした。コレスポン

デンス分析は、各頻出語がどの外部変数と関連しているかを 2 次元平面上に視覚化する手

法である。原点から距離が遠い単語ほど、その外部変数に特徴的に出現したと解釈できる。

19可視化には特徴的な 60 語を使用した。性別と年齢層によるコレスポンデンス分析で生涯

働き続けていく過程で働くことの動機がどのように変化するかを明らかにした。また、就業

継続意思と頻出語の関連から就業継続意思に影響を与える困りごとを特定した。 

＜応用的なテキストマイニング＞ 

就業継続への困りごとについて、回答内容をいくつかのカテゴリーに整理した。それぞ

れのカテゴリーを示唆する単語を頻出語上位 200 単語から特定し、コーディングルールを

作成した。研究者は、分類に使用する単語が使用されている回答をすべて確認し、それぞれ

の単語の文脈を解釈して、コーディングルールを作成した。その後、コーディングルールを

元に全回答データを再解析して、回答者が、どのカテゴリーに言及しているかをコンピュー

タに判別させた。その後、性年齢、就業継続意思とカテゴリーの関連をコレスポンデンス分

析によって可視化した。最後に回答者の職業、産業とカテゴリーの関連をヒートマップに可

視化した。 

（６） 倫理 

全ての回答者にアンケートへの回答前に研究目的、個人情報の取り扱い、不参加による

不利益がないことをフォームで説明し、同意が得られた場合にアンケートの質問に進める

ように設定した。アンケート回答者には、オンラインで商品と交換できるポイントが進呈さ

れた。本研究は、東海大学医学部臨床研究審査委員会より承認を得て実施した（24R068）。 
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4. 結果 

（１） 対象者の属性 

2025 年 3 月に 5,000 人の回答が収集された。回答者から従業員 500 人以上の企業に所属す

る 1,912 人を除いた 3,088 人を対象とした。回答者の属性を表２に示す。 

表 2. 回答者の属性      
    人 %      人 % 

性別   
 職業   

 男性 1,966  63.7    管理的職業 245  7.9  

 女性 1,122  36.3    専門的・技術的職業 591  19.1  

年齢   
  事務 511  16.5  

 60-64 1,588  51.4    販売 221  7.2  

 65-69 886  28.7    サービス職業 471  15.3  

 70- 614  19.9    保安職業 62  2.0  

地域   
  農林漁業 17  0.6  

 北海道 174  5.6    生産工程 127  4.1  

 東北 278  9.0    輸送・機械運転 74  2.4  

 北関東甲信越 320  10.4    建設・採掘 62  2.0  

 南関東 413  13.4    運搬・清掃・包装等 135  4.4  

 北陸 137  4.4    その他 572  18.5  

 東海 581  18.8   産業   

 近畿 435  14.1    農業、林業 16  0.5  

 中国 214  6.9    漁業 0  0.0  

 四国 121  3.9    鉱業、採石業、砂利採取業 3  0.1  

 九州 415  13.4    建設業 150  4.9  

婚姻歴   
  製造業 479  15.5  

 既婚 2,300  74.5    電気・ガス・熱供給・水道業 35  1.1  

 離婚・死別 465  15.1    情報通信業 100  3.2  

 未婚 323  10.5    運輸業、郵便業 154  5.0  

教育歴   
  卸売業、小売業 324  10.5  

 中学・高校 1,094  35.4    金融業、保険業 99  3.2  

 専門学校・短大・高専 687  22.2    不動産業、物品賃貸業 64  2.1  

 大学 1,178  38.1    学術研究、専門・技術サービス業 48  1.6  

 大学院 116  3.8    宿泊業、飲食サービス業 95  3.1  

 その他 13  0.4    生活関連サービス業、娯楽業 87  2.8  

就業継続意思   
  教育、学習支援業 243  7.9  

 現職継続 1,977 64.0   医療、福祉 393  12.7  

 転職 484 15.7   複合サービス事業 47  1.5  

 退職 627 20.3   サービス業 348  11.3  

  
  

  公務 191  6.2  

           その他 212  6.9  

男性は 1,966 人 （63.7％）、60–64 歳は 1,588 人 （51.4％）であった。職業は、専門的  技術

的職業 591 人 （19.1％）、その他 572 人 （18.5％）、サービス職業 471 人 （15.3％）、産業は

製造業 479 人 （15.5％）、医療、福祉 393 人 （12.7％）、卸売業、小売業 324 人 （10.5％）で
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あった。 

（２） 支援需給ギャップ 

支援需給ギャップを表 3に示す。 

表 3 支援需給ギャップの程度 

ID 人 ％   ID 人 ％ 

A1 364 11.8   H1 1016 32.9  

A2 560 18.1   H2 915 29.6  

A3 569 18.4   H3 766 24.8  

B1 515 16.7   H4 933 30.2  

B2 664 21.5   H5 1015 32.9  

B3 524 17.0   I1 543 17.6  

B4 834 27.0   I2 852 27.6  

B5 483 15.6   I3 943 30.5  

B6 793 25.7   I4 948 30.7  

B7 663 21.5   J1 865 28.0  

C1 922 29.9   J2 790 25.6  

C2 837 27.1   J3 888 28.8  

C3 974 31.5   J4 658 21.3  

C4 1020 33.0   J5 760 24.6  

C5 970 31.4   J6 584 18.9  

C6 897 29.1   K1 677 21.9  

D1 727 23.5   K2 753 24.4  

D2 740 24.0   K3 699 22.6  

D3 774 25.1   K4 714 23.1  

D4 610 19.8   K5 838 27.1  

E1 779 25.2   K6 657 21.3  

E2 792 25.7   K7 757 24.5  

E3 654 21.2   K8 539 17.5  

E4 395 12.8   K9 785 25.4  

E5 749 24.3   L1 1057 34.2  

E6 621 20.1   L2 774 25.1  

E7 656 21.2   L3 776 25.1  

E8 683 22.1   L4 892 28.9  

F1 979 31.7   L5 739 23.9  

F2 1092 35.4   L6 672 21.8  

F3 660 21.4   L7 665 21.5  

F4 972 31.5   L8 756 24.5  

F5 963 31.2   L9 597 19.3  

F6 838 27.1   L10 857 27.8  

F7 419 13.6   L11 905 29.3  

F8 1079 34.9   L12 557 18.0  

G1 617 20.0   L13 430 13.9  

G2 842 27.3   M1 902 29.2  

G3 1561 50.6   M2 785 25.4  

G4 787 25.5   M3 900 29.2  

G5 1327 43.0   M4 768 24.9  

        M5 699 22.6  
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支援需給ギャップが高い順に、「仕事に対して適切な金銭的報酬（給与やボーナス）を得

られる」が 1,561 人 （50.6％）、 「年齢に関係なく、実績や貢献度に応じて給与や待遇が決ま

る」が 1,327 人（43.0％）、「職場の整理整頓が行き届いている」1,092 人（35.4％）、「職場

に休憩スペースがある」1,079 人 （34.9％）、「掲示物や配布される資料の文字は、老眼の人

に配慮されている」1,057 人（34.2％）であった。人間関係（C1-6）は 37.1 から 33.0％、

承認（H1-5）は 24.8 から 34.9％と概念全体の中で比較的高い値を示した。 

職業別の結果は報告書の末尾に付録として掲載する。保安職業、農林漁業、生産工程、輸

送  機械運転、運搬  清掃  包装等では、暑熱寒冷対策について高い支援需給ギャップがあ

った。 
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（３） 就業継続への困りごと 

＜基礎的なテキストマイニング＞ 

形態素解析の結果、回答内容は、総抽出語は 17,844 単語であった。頻出語リストを表４に

示す。頻出単語には、時間、人間、体力、通勤、給料、腰痛、ストレス、上司などが含まれ

ていた。 

表 4. 頻出語上位 80 単語 

No 抽出語 品詞 出現回数   No 抽出語 品詞 出現回数 

1 ない 形容詞 B 1213  41 安い 形容詞 26 

2 特に 副詞 937  42 腰 名詞 C 26 

3 ない 否定助動詞 409  43 思う 動詞 26 

4 ある 動詞 B 266  44 立つ 動詞 26 

5 する 動詞 B 241  45 休み 名詞 25 

6 仕事 サ変名詞 238  46 体 名詞 C 25 

7 無い 形容詞 176  47 不安 形容動詞 25 

8 時間 副詞可能 149  48 ぬ 否定助動詞 24 

9 ん 否定助動詞 143  49 業務 名詞 23 

10 困る 動詞 138  50 悪い 形容詞 22 

11 関係 サ変名詞 116  51 難しい 形容詞 21 

12 なる 動詞 B 115  52 パワハラ タグ 20 

13 人間 名詞 105  53 運動 サ変名詞 20 

14 体力 名詞 96  54 今 副詞可能 20 

15 多い 形容詞 91  55 使う 動詞 20 

16 不足 サ変名詞 70  56 若い 形容詞 20 

17 職場 名詞 65  57 身体 名詞 20 

18 通勤 サ変名詞 64  58 大変 形容動詞 20 

19 人 名詞 C 61  59 痛い 形容詞 20 

20 少ない 形容詞 56  60 労働 サ変名詞 20 

21 働く 動詞 50  61 にくい 形容詞（非自立） 19 

22 感じる 動詞 49  62 気 名詞 C 19 

23 勤務 サ変名詞 49  63 作業 サ変名詞 19 

24 健康 形容動詞 48  64 体調 名詞 19 

25 給料 名詞 47  65 退職 サ変名詞 19 

26 いる 動詞 B 46  66 賃金 名詞 19 

27 できる 動詞 B 45  67 低下 サ変名詞 19 

28 年齢 名詞 40  68 必要 形容動詞 19 

29 腰痛 名詞 39  69 別に 副詞 19 

30 長い 形容詞 38  70 目 名詞 C 19 

31 雇用 サ変名詞 35  71 現在 副詞可能 18 

32 疲れる 動詞 35  72 重い 形容詞 18 

33 自分 名詞 33  73 出来る 動詞 18 

34 とくに 副詞 B 32  74 膝 名詞 C 18 

35 ストレス 名詞 32  75 やる 動詞 B 17 

36 上司 名詞 31  76 会社 名詞 17 

37 きつい 形容詞 B 29  77 給与 サ変名詞 17 

38 定年 名詞 29  78 取れる 動詞 17 

39 かかる 動詞 B 28  79 収入 名詞 17 

40 心配 サ変名詞 28   80 精神 名詞 17 
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回答者の性年齢と頻出語のコレスポンデンス分析の結果を図１に示す。原点から各性別と

年齢カテゴリーのベクトル方向に配置されたと単語が、その属性に特徴的に使用されてい

ることを意味する。 

 

図１. 性年齢と頻出語の関連 

 

男性の 60–69 歳では、給与、運動、パワハラ、給料、不規則などが特徴的に出現した。男

性の 70歳以上では維持、後継、健康、問題が特徴的に出現した。女性の 60–69 歳では、

休み、重い、膝、立つ、忙しいなどが特徴的に出現した。女性の 70 歳以上では自分、身

体、困る、歳などが特徴的に出現した。 
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回答者の就業継続意思と頻出語のコレスポンデンス分析の結果を図 2に示す。 

 
図 2. 就業継続意思と頻出語の関連 

 

転職希望者では、パワハラ、精神、経営、賃金、給料が特徴的に出現した。退職希望者で

は、悪い、腰、疲れる、忙しい、通勤、体力などが特徴的に出現した。 
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＜応用的なテキストマイニング＞ 

頻出語を複数のカテゴリーに分類した結果を表５に示す。 

表 5. 就業継続への困りごとについての概念化と言及 

No カテゴリー コーディングルール 
言及数

（人） 

言及率

（％） 

1 能力知識 経験、技術、スキル 19 0.6  

2 身体 体力、健康、体、身体、肉体 194 6.3  

3 不調病気 体調、病気 34 1.1  

4 眼 目、視力、老眼 38 1.2  

5 筋骨格系障害 腰痛、腰、痛い、膝、痛み、足、足腰 101 3.3  

6 年齢 年齢、高齢、歳、加、齢 76 2.5  

7 精神的疲労感 
疲れる、衰え、疲労、きつい、ストレス、心配、不安、

精神、辛い、つらい、やりがい、しんどい、気力 
229 7.4  

8 生活習慣 運動、睡眠、生活 41 1.3  

9 通勤 通勤、遠い 74 2.4  

10 給与 給料、安い、給与、賃金、収入、時給 111 3.6  

11 人間関係 
関係、人間、人、上司、若い、コミュニケーション、同

僚、社長 
230 7.4  

12 人手不足 人手、人員、後継、人材 57 1.8  

13 雇用継続 雇用、定年、いつ、退職、経営、辞める、契約 113 3.7  

14 業務内容 立つ、座る、内容、運転、デスク、パソコン、歩く 90 2.9  

15 業務負荷 
不規則、残業、忙しい、終わる、変わる、長時間、夜勤、

休憩、パワハラ 
110 3.6  

16 休日 休み、休暇、休める、休日 42 1.4  

17 コード無し*   1,906 61.7  

*コーディングルールに指定したいずれの単語にも言及しない回答 

人間関係への言及が、230 人（7.4％）、精神的疲労感への言及が 229 人（7.4％）であっ

た。コード無しが 1,906 人（61.7％）であった。回答内容を精査した結果、1,365 人は困

りごとがない旨の記述をしていた。 
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回答者の性年齢とカテゴリーのコレスポンデンス分析の結果を図 3に示す。 

 

図 3. 性年齢と概念の関連 

 

男性の 60–64 歳では、生活習慣や給与、不調病気、業務負荷へ特徴的に言及し、男女とも

に 70 歳以上では身体や年齢へ特徴的に言及した。 
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回答者の就業継続意思とカテゴリーのコレスポンデンス分析の結果を図 4に示す。 

 

 

 

図 4. 就業継続意思と概念の関連 

 

転職希望者では、能力知識、業務負荷、給与へ特徴的に言及し、退職希望者では、休日、

通勤、筋骨格系障害、精神的疲労感、身体に特徴的に言及した。 
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回答者の職業とカテゴリーのヒートマップを図 5に示す。色は横方向の関連を示し、四角

の大きさは縦方向の関連（職業ごとの言及割合）を示す。各概念への言及の偏りがヒート

マップで表現され、期待値より多く言及された場合には赤く、少なく言及された場合には

青く表現される。 

 

図 5. 職業とカテゴリーの関連 

 

各カテゴリーへの言及について、身体は、保安職業、生産工程、運搬 清掃 包装等で、

眼は専門的 技術的職業、事務で、筋骨格系障害はサービス業、農林漁業、生産工程、運

搬 清掃 包装等で、人間関係は建築 採掘で、人手不足は販売、生産工程で、雇用継続

は事務、生産工程で、業務負荷は保安職業、輸送 機械運転でそれぞれ多く言及された。 
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回答者の産業とカテゴリーのヒートマップを図 6に示す。 

 

図 6. 産業とカテゴリーの関連 

 

各カテゴリーへの言及について、能力知識は製造業、学術研究、専門 技術サービス業、

生活関連サービス業、娯楽業、複合サービス業で、眼は建設業、金融業、保険業、教育、

学術支援業で、筋骨格系障害は農業、林業で、精神的疲労は、宿泊業、飲食サービス業

で、給与は情報通信業で、人間関係は、運輸業、郵便業、卸売業、小売業で、雇用継続は

製造業、学術研究、専門 技術サービス業で、休日は医療、福祉でそれぞれ多く言及され

た。 
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5. 考察 

本研究では、中小企業の高年齢労働者を対象にアンケート調査を実施し、支援需給ギャ

ップを明らかにした。加えて、就業継続への困りごとを自由記述で収集し、テキストマイニ

ングを用いて回答者の性別、年齢、就業継続意思、職業、産業との関連を明らかにした。結

果、仕事への適切な金銭的報酬、実績や貢献度での給与や待遇、職場の整理整頓、職場の休

憩スペース、老眼に配慮された掲示や資料について高い支援需給ギャップを認めた。人間関

係、承認は支援需給ギャップの高い概念であった。職業によって、支援需給ギャップが大き

い項目は異なっていた。保安職業、農林漁業、生産工程、輸送  機械運転、運搬  清掃  包

装等では、暑熱寒冷対策について高い支援需給ギャップがあった。就業継続への困りごとに

は、人間関係や精神的疲労感、眼や筋骨格系障害などの身体症状が表現された。60–64 歳の

男性では、生活習慣や給与、不調病気、業務負荷を困りごとに上げ、男女ともに 70 歳以上

では身体の衰えや年齢による老化を困りごとに上げていた。就業継続意思と困りごとの関

連について、転職希望者では、能力知識、業務負荷、給与を困りごとに上げ、退職希望者で

は、休日、通勤、筋骨格系障害、精神的疲労感、身体を困りごとに上げていた。職業や産業

と就業継続への困りごとの関連について、サービス業、農林漁業、保安職業、生産工程、輸

送  機械運転、運搬  清掃  包装等では、身体や筋骨格系障害を困りごとに上げていた。専

門的  技術的職業、事務では、眼について言及していた。産業では、建設業、金融業、保険

業、教育、学術支援業で眼についての言及が多かった。製造業、学術研究、専門  技術サー

ビス業で能力や知識、雇用継続について言及が多かった。 

高年齢労働者は金銭的な報酬に不満を感じ、年齢ではなく成果や仕事内容による適切

な報酬の提供を求めていた。特に 60–64 歳の男性では、その傾向が強かった。背景として、

日本では多くの企業で 60歳を契機に再雇用とし、一律に給与を減額する制度を採用してい

る。20加えて、男性が正社員として働き、家計を支え、女性が家事や育児を担うという古典

的な性別役割分担があり、60–64 歳の男性では、金銭的報酬が特徴的に困りごととしてあげ

られたと考えられる。21 賃金は労働に対する根源的な対価であり、職業や産業によらず、

最も大きな支援需給ギャップであることが示された。しかし、先行研究では、高年齢労働者

における就業継続には、金銭的報酬の影響よりも仕事の負荷や学習機会、裁量、敬意などが

重要であることがわかっている。22日本は、諸外国と異なる雇用制度を採用していることか

ら必ずしも金銭的報酬の影響が小さいとは限らない。転職を希望する人で給与への言及が

多いことから、中小企業の事業主は人手不足を解消する方法として、既存の再雇用による給

与減額の制度の見直しを検討すると良いかもしれない。 

高年齢労働者は人間関係と承認において比較的高い支援需給ギャップを認めた。先行

研究でも同様に、高年齢労働者の職務満足度は、困難な状況での支援や仕事への承認と強く

関連していることが報告されている。23仕事に対して高い承認があることは、高血圧や脂質

異常症のリスク低減に寄与する可能性が報告されており、健康状態への独立した因子とし

て機能する可能性がある。24さらに、組織が高齢労働者のニーズに合わせた慣行に取り組み、
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上司がその慣行を公正に実施し、組織が高齢労働者の貢献を重視していることを伝えるこ

とで強い帰属意識が醸成され、組織の一員であり続けたいと思うことが報告されている。25

人間関係を改善し、承認を高めるための職場の取り組みは、支援需給ギャップの観点から優

先順位の高い介入であると考えられる。 

高年齢労働者は、加齢による身体や精神の変化と業務の特性に不適合を起こしている

可能性が高い。農林漁業、保安職業、生産工程、輸送  機械運転、運搬  清掃  包装等の身

体負荷の高い職業では、困りごととして筋骨格系障害について言及された。専門職や事務職

というデスクワークが中心と考えられる職業では眼について言及された。さらに、製造業、

学術研究、専門  技術サービス業といった知識やスキルの更新を求められる産業では能力や

知識、雇用継続への不安が言及された。慢性の筋骨格系疼痛をもつ高年齢労働者を対象とし

た混合研究では、筋骨格系疼痛はプレゼンティーズムとアブセンティーズムに関連してお

り、職場での対策には、労働者に痛みがあることの開示、雇用主や上司の役割が重要である

ことが報告されている。26医療現場での高年齢労働者の筋骨格系疼痛についてのシステマテ

ィックレビューでは、手作業、補助器具の使用、物理的作業環境、および人員配置の問題、

作業スケジュール、および暴力が原因に挙げられ、対策として人員配置や作業スケジュール

の見直しが有効とされている。27眼の障害に対しても職場環境の見直しや適切な眼鏡の使用

が勧められ、長時間の連続作業とならない工夫が必要であると考えられる。28,29加齢に伴う、

身体的な変化は単なる個人の問題ではなく、業種ごとに異なる支援が必要であると考えら

れる。 

寒冷や暑熱環境での仕事をする場合に、対策が不十分であることも明らかになった。高

齢者は心血管系の機能低下、暑熱耐性の低下、慢性的な脱水、持病などの要因により熱中症

のリスクが高い。30,31保安職業、農林漁業、生産工程、輸送  機械運転、運搬  清掃  包装

等の業種では、環境変化に直接さらされる作業が多く、高齢者にとっては健康リスクが高い

ため、適切な設備投資や作業時間調整が求められる。高年齢労働者への熱中症対策として、

熱順応のためのスケジュール確保、暑熱環境に直接曝露しないよう身を守る対策 （防止や日

除け）などが有効である。32また、熱中症対策のための職場での教育を強化することが熱中

症を未然に防ぐために重要である。33気候変動に伴う、気温の上昇や変動によって、労働者

の熱中症対策は、今後ますます重要になると予想される。労働者の視点で十分に対策されて

いると認識されるような取り組みが求められる。 

高年齢労働者は、給与の低さや能力と業務内容のミスマッチに関連して転職を希望し

ていた。60–64 歳男性では、家計維持への懸念が強く、生活や給与への不安が表出していた。

一方で、70 歳以上では加齢そのものが困難要因として挙げられ、加齢に伴う就業継続支援

の質的転換の必要性が示唆された。また、退職希望者は、精神的疲労感や身体の衰え、休日

取得、通勤の負担に言及していた。これらの課題を克服するためには、柔軟な労働時間制度

（勤務時間の弾力化や短時間勤務の導入）や段階的な退職制度が有効である。34また、職場

における心理的サポート、年齢に配慮した安全で受容的な風土は、健康上  精神上の不安を
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軽減し、働き続ける意欲を高めることがわかっている。34柔軟な働き方を望む高齢者は多い

一方で、世界的に見ても高齢労働者向けの柔軟勤務制度を導入している企業はごく一部に

とどまる。36 か国の企業を対象に実施した調査では、年代に配慮した人事施策（フレキシ

ブルな勤務形態の導入、役割変更の機会、再雇用制度など）を導入している企業は全体の 6%

にも満たないことが報告されている。2 加齢に伴う、精神的疲労感や身体の衰えに対して、

通勤の負荷を下げるためのリモートワークの導入や休暇制度の整備などが提供されること

で就業継続の可能性を探ることができるかもしれない。 

本研究にはいくつかの強みがある。まず、高年齢労働者の就業継続のための支援需給ギ

ャップを網羅的に明らかにした点である。合計で 83項目の支援についてその需給ギャップ

を評価し、職業別に優先順位を明らかにした。次に、就業継続への困りごとについての自由

回答をテキストマイニングで分析し、高年齢労働者の深層心理を追究した。頻出語、そのカ

テゴリーと回答者の属性、就業継続意思、職業や産業との関連から高年齢労働者の就業継続

への困りごとを多角的に考察することができた。さらに、労働衛生分野における自然言語処

理の応用した研究事例を提示することによって、その研究手法としての有効性や妥当性を

検証する材料を提供した。今後、さらに研究事例を蓄積することで、方法論としての確立を

目指す必要がある。 

本研究はいくつかの限界がある。まず、因果関係への言及ができない点に注意が必要で

ある。特に就業継続意思と困りごとの関連については、就業継続意思が低いなかで働いてい

るために発生する就業上の問題が、困りごとを引き起こしている可能性がある。逆に、特定

の困りごとが原因で就業継続意欲の低下をもたらしている可能性もある。次に、自記式質問

紙による調査であることから、測定の妥当性  信頼性は十分に検証されていない点に注意が

必要である。支援需給ギャップについての 83 項目の質問は、研究者によって作成された。

表現方法や質問項目の構造に過不足がないか、中小企業で主に産業医をしている複数の専

門家、および機縁法によって協力が得られた高年齢労働者の意見を反映させることで、質問

紙をブラッシュアップした。さらに、テキストマイニングでのコーディングルール作成が研

究者の解釈によって行われたことから恣意性の関与がある。複数の研究者で、頻出語のコン

テクストを確認し、構造化を行うことで恣意性の影響を最小化できるように努めた。 

 

6. 結論 

高年齢労働者が安心して働き続けるためには、画一的な支援では不十分であり、性別、年齢、

職業、産業に応じた支援需給ギャップによる優先順位をつけることで対策を進めていく必

要がある。特に高年齢労働者は、身体機能や精神状態の変化によって、仕事内容とのミスマ

ッチを起こしやすく、仕事内容や労働環境に特徴的な労働衛生課題を優先して取り組んで

いくことで、就業継続を効果的に支援できる可能性が高い。 
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付録 

職業別の支援需給ギャップの大きい項目 
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管理的職業   

        

No ID % 項目 

1 G3 53.5  仕事に対して適切な金銭的報酬（給与やボーナス）を得られる 

2 G5 46.1  年齢に関係なく、実績や貢献度に応じて給与や待遇が決まる 

3 I3 38.8  健康増進のための金銭的な補助がある（健康用品の購入補助やスポーツジムの割引など） 

4 H5 38.4  自分の仕事に対して、労いの言葉をかけてもらえる 

5 I4 38.4  病気予防のための金銭的な補助がある（がん検診、人間ドック、禁煙外来など） 

6 C6 37.6  自分の今後のキャリアについて相談できる 

7 J3 37.1  自分の健康について相談できる専門家（産業医、保健師、カウンセラーなど）がいる 

8 H4 37.1  自分の仕事への興味・関心を理解してくれる 

9 F2 35.9  職場の整理整頓が行き届いている 

10 H1 35.9  職場では、自分の意見が尊重される 

11 K5 35.5  職場で研修や教育プログラムが提供される 

12 C3 35.1  年齢での偏見や決めつけが存在せず、意見を述べやすい 

13 B6 34.3  仕事以外の時間に仕事のことを考えなくてよい 

14 H2 34.3  自分の仕事についてアドバイスをうける機会がある 

15 C4 34.3  新しい仕事や作業につく場合に丁寧にやり方を教えてもらえる 
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専門的・技術的職業   

        

No ID % 項目 

1 G3 54.5  仕事に対して適切な金銭的報酬（給与やボーナス）を得られる 

2 G5 49.8  年齢に関係なく、実績や貢献度に応じて給与や待遇が決まる 

3 I3 38.2  健康増進のための金銭的な補助がある（健康用品の購入補助やスポーツジムの割引など） 

4 I4 37.9  病気予防のための金銭的な補助がある（がん検診、人間ドック、禁煙外来など） 

5 F8 37.6  職場に休憩スペースがある 

6 L1 37.1  掲示物や配布される資料の文字は、老眼の人に配慮されている 

7 H1 36.7  職場では、自分の意見が尊重される 

8 F2 36.6  職場の整理整頓が行き届いている 

9 B6 34.7  仕事以外の時間に仕事のことを考えなくてよい 

10 H5 34.4  自分の仕事に対して、労いの言葉をかけてもらえる 

11 H4 34.0  自分の仕事への興味・関心を理解してくれる 

12 B4 34.0  仕事と趣味を両立できる 

13 I2 32.5  職場で人間ドックもしくは、がん検診を受けられる 

14 H2 32.3  自分の仕事についてアドバイスをうける機会がある 

15 J3 32.2  自分の健康について相談できる専門家（産業医、保健師、カウンセラーなど）がいる 
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事務    

        

No ID % 項目 

1 G3 54.4  仕事に対して適切な金銭的報酬（給与やボーナス）を得られる 

2 G5 48.9  年齢に関係なく、実績や貢献度に応じて給与や待遇が決まる 

3 F8 37.4  職場に休憩スペースがある 

4 H1 34.6  職場では、自分の意見が尊重される 

5 F2 34.3  職場の整理整頓が行き届いている 

6 L1 34.1  掲示物や配布される資料の文字は、老眼の人に配慮されている 

7 C4 33.9  新しい仕事や作業につく場合に丁寧にやり方を教えてもらえる 

8 C5 33.3  仕事のやり方について相談できる人が普段から近くにいる 

9 H5 32.7  自分の仕事に対して、労いの言葉をかけてもらえる 

10 F5 31.9  職場が清潔である 

11 C3 31.7  年齢での偏見や決めつけが存在せず、意見を述べやすい 

12 H4 30.5  自分の仕事への興味・関心を理解してくれる 

13 F4 30.5  職場に十分な作業スペースがある 

14 M3 30.3  仕事の方針に自分の意見を反映できる 

15 F1 30.3  職場が快適な温度、湿度に調整されている 
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販売    

        

No ID ％ 項目 

1 G3 50.7  仕事に対して適切な金銭的報酬（給与やボーナス）を得られる 

2 G5 40.7  年齢に関係なく、実績や貢献度に応じて給与や待遇が決まる 

3 F2 38.9  職場の整理整頓が行き届いている 

4 F5 37.6  職場が清潔である 

5 F1 36.2  職場が快適な温度、湿度に調整されている 

6 L1 34.4  掲示物や配布される資料の文字は、老眼の人に配慮されている 

7 C4 34.4  新しい仕事や作業につく場合に丁寧にやり方を教えてもらえる 

8 F4 34.4  職場に十分な作業スペースがある 

9 L11 32.1  職場の災害対策がされている（防災訓練や防災グッズ整備など） 

10 C1 31.7  職場では慣れ親しんだ人と仕事ができる 

11 C3 31.2  年齢での偏見や決めつけが存在せず、意見を述べやすい 

12 F8 30.8  職場に休憩スペースがある 

13 H5 30.8  自分の仕事に対して、労いの言葉をかけてもらえる 

14 M3 30.3  仕事の方針に自分の意見を反映できる 

15 H1 29.9  職場では、自分の意見が尊重される 
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サービス職業   

    

No ID ％ 項目 

1 G3 49.5  仕事に対して適切な金銭的報酬（給与やボーナス）を得られる 

2 G5 40.8  年齢に関係なく、実績や貢献度に応じて給与や待遇が決まる 

3 F2 36.1  職場の整理整頓が行き届いている 

4 F4 34.8  職場に十分な作業スペースがある 

5 C4 33.6  新しい仕事や作業につく場合に丁寧にやり方を教えてもらえる 

6 F8 33.6  職場に休憩スペースがある 

7 L1 32.5  掲示物や配布される資料の文字は、老眼の人に配慮されている 

8 H5 32.5  自分の仕事に対して、労いの言葉をかけてもらえる 

9 H1 32.3  職場では、自分の意見が尊重される 

10 C3 31.9  年齢での偏見や決めつけが存在せず、意見を述べやすい 

11 F5 31.6  職場が清潔である 

12 F1 31.6  職場が快適な温度、湿度に調整されている 

13 C5 30.8  仕事のやり方について相談できる人が普段から近くにいる 

14 L4 30.4  つまずき、転倒しないように階段、段差に対策が施してある 

15 G2 30.2  仕事のために必要な物品の購入は会社が負担してくれる 
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保安職業    

        

No ID ％ 項目 

1 C4 46.8  新しい仕事や作業につく場合に丁寧にやり方を教えてもらえる 

2 G3 41.9  仕事に対して適切な金銭的報酬（給与やボーナス）を得られる 

3 L10 40.3  暑熱、寒冷での環境による健康障害（熱中症や凍傷）に対して対策されている 

4 J2 40.3  自分の健康について相談できる同僚がいる 

5 J1 38.7  自分の健康について相談できる上司がいる 

6 C5 35.5  仕事のやり方について相談できる人が普段から近くにいる 

7 I4 35.5  病気予防のための金銭的な補助がある（がん検診、人間ドック、禁煙外来など） 

8 L1 33.9  掲示物や配布される資料の文字は、老眼の人に配慮されている 

9 C3 33.9  年齢での偏見や決めつけが存在せず、意見を述べやすい 

10 F5 33.9  職場が清潔である 

11 H5 32.3  自分の仕事に対して、労いの言葉をかけてもらえる 

12 C1 32.3  職場では慣れ親しんだ人と仕事ができる 

13 H4 32.3  自分の仕事への興味・関心を理解してくれる 

14 C6 32.3  自分の今後のキャリアについて相談できる 

15 L8 32.3  ケガをしないよう安全な設備を使用して仕事ができる 
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農林漁業    

        

No ID ％ 項目 

1 G3 47.1  仕事に対して適切な金銭的報酬（給与やボーナス）を得られる 

2 F1 47.1  職場が快適な温度、湿度に調整されている 

3 L10 47.1  暑熱、寒冷での環境による健康障害（熱中症や凍傷）に対して対策されている 

4 B4 35.3  仕事と趣味を両立できる 

5 L2 35.3  重量物を取り扱う作業は、機械が導入される 

6 B2 35.3  仕事と介護を両立できる 

7 M4 35.3  仕事のスケジュールが予測できる 

8 G2 35.3  仕事のために必要な物品の購入は会社が負担してくれる 

9 G5 29.4  年齢に関係なく、実績や貢献度に応じて給与や待遇が決まる 

10 J3 29.4  自分の健康について相談できる専門家（産業医、保健師、カウンセラーなど）がいる 

11 F2 29.4  職場の整理整頓が行き届いている 

12 C4 29.4  新しい仕事や作業につく場合に丁寧にやり方を教えてもらえる 

13 H2 29.4  自分の仕事についてアドバイスをうける機会がある 

14 B6 29.4  仕事以外の時間に仕事のことを考えなくてよい 

15 L11 29.4  職場の災害対策がされている（防災訓練や防災グッズ整備など） 
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生産工程    

        

No ID ％ 項目 

1 G3 57.5  仕事に対して適切な金銭的報酬（給与やボーナス）を得られる 

2 G5 52.8  年齢に関係なく、実績や貢献度に応じて給与や待遇が決まる 

3 L10 52.0  暑熱、寒冷での環境による健康障害（熱中症や凍傷）に対して対策されている 

4 L3 52.0  重量物を取り扱う作業は、配慮されて、身体的な負担が減っている 

5 L2 48.8  重量物を取り扱う作業は、機械が導入される 

6 M1 48.0  自分のペースで仕事ができる 

7 L8 47.2  ケガをしないよう安全な設備を使用して仕事ができる 

8 F1 46.5  職場が快適な温度、湿度に調整されている 

9 L1 46.5  掲示物や配布される資料の文字は、老眼の人に配慮されている 

10 F2 45.7  職場の整理整頓が行き届いている 

11 F4 44.9  職場に十分な作業スペースがある 

12 M2 44.1  自分で仕事の順番・やり方を決めることができる 

13 H5 44.1  自分の仕事に対して、労いの言葉をかけてもらえる 

14 L4 44.1  つまずき、転倒しないように階段、段差に対策が施してある 

15 M4 43.3  仕事のスケジュールが予測できる 
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輸送・機械運転   

        

No ID 
輸送・機械運

転 
項目 

1 G3 58.1  仕事に対して適切な金銭的報酬（給与やボーナス）を得られる 

2 G5 39.2  年齢に関係なく、実績や貢献度に応じて給与や待遇が決まる 

3 M1 39.2  自分のペースで仕事ができる 

4 L1 36.5  掲示物や配布される資料の文字は、老眼の人に配慮されている 

5 C3 36.5  年齢での偏見や決めつけが存在せず、意見を述べやすい 

6 K9 35.1  会社の経営理念に賛同できる 

7 L10 33.8  暑熱、寒冷での環境による健康障害（熱中症や凍傷）に対して対策されている 

8 H5 33.8  自分の仕事に対して、労いの言葉をかけてもらえる 

9 H1 33.8  職場では、自分の意見が尊重される 

10 F8 33.8  職場に休憩スペースがある 

11 J3 33.8  自分の健康について相談できる専門家（産業医、保健師、カウンセラーなど）がいる 

12 J1 33.8  自分の健康について相談できる上司がいる 

13 M2 32.4  自分で仕事の順番・やり方を決めることができる 

14 G4 32.4  自宅から職場に通勤する上で、交通費が支給される 

15 H3 32.4  功績に対して表彰の機会がある 
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建設・採掘  

        

No ID ％ 項目 

1 G3 51.6  仕事に対して適切な金銭的報酬（給与やボーナス）を得られる 

2 G5 50.0  年齢に関係なく、実績や貢献度に応じて給与や待遇が決まる 

3 I3 48.4  健康増進のための金銭的な補助がある（健康用品の購入補助やスポーツジムの割引など） 

4 F8 46.8  職場に休憩スペースがある 

5 C1 46.8  職場では慣れ親しんだ人と仕事ができる 

6 I4 45.2  病気予防のための金銭的な補助がある（がん検診、人間ドック、禁煙外来など） 

7 J3 43.6  自分の健康について相談できる専門家（産業医、保健師、カウンセラーなど）がいる 

8 F2 43.6  職場の整理整頓が行き届いている 

9 C2 43.6  休暇を取得するときに自分の仕事を代わりに引き受けてもらえる 

10 H3 41.9  功績に対して表彰の機会がある 

11 I2 41.9  職場で人間ドックもしくは、がん検診を受けられる 

12 B4 40.3  仕事と趣味を両立できる 

13 C5 40.3  仕事のやり方について相談できる人が普段から近くにいる 

14 K9 38.7  会社の経営理念に賛同できる 

15 H5 38.7  自分の仕事に対して、労いの言葉をかけてもらえる 
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運搬・清掃・包装等  

        

No ID ％ 項目 

1 G3 51.1  仕事に対して適切な金銭的報酬（給与やボーナス）を得られる 

2 L10 43.7  暑熱、寒冷での環境による健康障害（熱中症や凍傷）に対して対策されている 

3 G5 41.5  年齢に関係なく、実績や貢献度に応じて給与や待遇が決まる 

4 F1 41.5  職場が快適な温度、湿度に調整されている 

5 F2 35.6  職場の整理整頓が行き届いている 

6 L1 35.6  掲示物や配布される資料の文字は、老眼の人に配慮されている 

7 L3 34.8  重量物を取り扱う作業は、配慮されて、身体的な負担が減っている 

8 F4 34.1  職場に十分な作業スペースがある 

9 F5 34.1  職場が清潔である 

10 G4 33.3  自宅から職場に通勤する上で、交通費が支給される 

11 F8 32.6  職場に休憩スペースがある 

12 C4 32.6  新しい仕事や作業につく場合に丁寧にやり方を教えてもらえる 

13 M1 31.1  自分のペースで仕事ができる 

14 L11 31.1  職場の災害対策がされている（防災訓練や防災グッズ整備など） 

15 F6 31.1  職場が静かである 

 


